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る。ピスティスは自然訳では以下の 3通りに訳される。①「信頼関係」（3:2, 5; 6:10）／
「神と人との信頼関係」（1:23）（4例）②「信頼性」（3:7, 8, 9, 11, 12, 23［2回］, 24, 25, 
























う 4例は、「誠実さ」（3:22）を除き、自然訳ではすべて「誠実な業」（2:16a, 16b, 20）
として、原文にはない「業」という語が補われて訳される。義認論で重要な 2:16は以
下のように訳される。「人はイエス・キリストが為した誠実な業





























復活においてではないだろうか（ロマ 4:24-25; 10:9; フィリ 2:9-10などを参照）。また、
参与論の議論（301−305頁）においても、ピスティスと復活に関してより発展した議
論を聞きたい。「キリストへ参与し、その在り方を自ら生きぬく」（304頁）とは、人
がキリストとの信頼関係に入ることをとおして、キリストと神との信頼関係に入り、
これに参与することを意味するのではないだろうか。そして、パウロにとって、神と
キリスト、神と人との信頼関係が回復される決定的な出来事は復活であるからこそ、
ピスティスの議論の中で、パウロはキリストへの参与を復活の言語を用いて語るので
はないだろうか（「私の内にキリストが生きている」［ガラ 2:20逐語訳／自然訳］、「キ
リストを着た」［ガラ 3:27逐語訳］）。復活は、神とキリスト、神と人との信頼関係が
完全に回復される場であり、神の誠実が決定的に示される場ではないだろうか。
　紙幅の関係上、十分な議論はできなかったが、双方向的な信頼関係を中心とする多
義的な概念としてのピスティス理解は、この問題をめぐる従来の論争に新しい道を切
り開くものである。ルターの信仰義認論から 500年を経て、本書はこれまでの「信仰」
理解を根底から揺さぶり、新たな「信仰義認」の解釈の可能性を拓く。聖書学を専門
としない読者も、本書を手に取ってその歴史的な意義を味わい、「信仰」が意味する
ところが何であるのかをあらためて考えて欲しい。
